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▲芸能大会
　芸能大会が、１０月２３日に

奥物部ふれあいプラザで、１１

月６日に中央公民館で開催さ

れました。　

　市内のグループによる舞踊

やコーラスなど、日ごろの練

習の成果が次々と舞台の上で

繰り広げられ、観客から盛ん

な拍手が送られました。

▲地区文化展
　１１月１２・１３日、物部地区文化展（物

部地区公民館主催）が奥物部ふれあいプラ

ザで、１１月１９・２０日、香北地区文化展

（香北地区公民館主催）が市基幹集落セン

ターで開催されました。地域の方々の絵画

や書道、写真など多くの力作が展示され、

また物産展なども行われ、多くの方々が来

場されました。

▲社交ダンス発表会
　１０月１０日、中央公民館で

社交ダンス発表会が開催されま

した。市内外の社交ダンスグル

ープから多くの参加がありまし

た。演技発表後には、プロのデ

モンストレーションが行

われ、観客はダ

ンスの世界に魅

了されました。

▲土佐山田町合唱団定期演奏会
　１１月２０日、中央公民館で土佐山田町

合唱団定期演奏会が開催されました。

　郷土の生んだ音楽家有澤一郎先生の楽曲

を中心に、美しいハーモニーで観客を魅了

しました。

　ゲストコーナーではこどもこーらすが、

天使の歌声を響かせていました。

　観客との合唱もあり、多くのプログラム

をとおして会場が一体となりました。

物部地区文化展物部地区文化展物部地区文化展 香北地区文化展香北地区文化展香北地区文化展

文化展開催のお知らせ

日　時　１月２１日　　９時～１７時

　　　  ２２日　　９時～１６時

場　所　香美市立美術館

　絵画・書道・生け花・手工芸・陶芸など

の展示が行われます。

【問い合わせ先】

　生涯学習振興課　☎５３－１０８２
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と
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れ
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